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議
員

　
　
４
年
前
の
水
害
の
経
験
か
ら
多
く

の
こ
と
を
学
ん
だ
。
水
害
後
の
課
題

と
し
て
、
避
難
所
の
確
保
が
叫
ば
れ

た
が
、
新
規
の
避
難
施
設
の
建
設
は

白
紙
状
態
に
あ
る
。
今
回
の
台
風
19

号
の
際
、
避
難
所
と
し
て
小
中
学
校

の
体
育
館
が
使
用
さ
れ
た
が
、
避
難

所
の
ト
イ
レ
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

 

教
育
部
長

　
　
市
内
小
中
学
校
体
育
館
65
か
所
の

う
ち
洋
式
ト
イ
レ
は
18
か
所
、
洋
式

化
率
27
・
７
％
、
和
式
ト
イ
レ
は
47

か
所
で
72
・
３
％
の
設
置
率
と
な
っ

て
い
る
。

 

議
員

　
　
今
回
避
難
さ
れ
た
方
か
ら
、
ト
イ

レ
の
不
便
さ
つ
い
て
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
た
。
避
難
所
の
ト
イ
レ
は
洋
式
ト

イ
レ
が
ベ
ス
ト
と
考
え
る
。
和
式
ト

イ
レ
か
ら
洋
式
ト
イ
レ
に
全
面
的
に

改
修
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

 

教
育
部
長

　
　
学
校
の
体
育
館
に
避
難
し
た
方
か

ら
ト
イ
レ
環
境
の
悪
さ
を
指
摘
す
る

声
が
出
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
、

抜
本
的
な
改
善
は
今
後
の
大
規
模
改

修
工
事
等
の
機
会
を
と
ら
え
て
整
備

し
て
い
き
た
い
。

 

議
員

　
　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
。
マ
イ
マ
ッ
プ
、
マ
イ
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
を
つ
く
れ
と
い
っ
て
も
、
受
け

入
れ
先
で
あ
る
避
難
所
が
不
十
分
で

は
い
け
な
い
。
避
難
所
と
し
て
い
る

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
は
す
べ
て
洋
式

化
す
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

 

市
長

　
　
今
後
の
予
算
編
成
の
あ
り
方
の
重

要
事
項
、
優
先
事
項
の
中
で
関
わ
っ

て
く
る
た
め
明
言
は
で
き
な
い
が
、

市
民
の
声
を
重
く
受
け
止
め
、
予
算

査
定
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

議
員

　
　
防
災
先
進
都
市
を
目
指
す
上
で
、

避
難
所
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
は
急

務
で
あ
る
。
新
年
度
予
算
は
防
災
に

向
け
て
取
り
組
む
と
い
う
姿
勢
を
貫

い
て
い
た
だ
き
た
い
。
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議
員

　
　
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
行
動

に
つ
い
て
問
う
。

 

市
長
公
室
長

　
　
対
象
者
８
９
２
８
名
中
、
避
難
者

は
１
６
０
名
で
あ
っ
た
。
少
な
か
っ

た
要
因
は
、
夜
中
の
避
難
や
多
く
の

避
難
所
が
鬼
怒
川
西
地
区
に
あ
り
、

避
難
を
た
め
ら
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

 

議
員

　
　
避
難
時
の
移
動
手
段
と
し
て
バ
ス

の
手
配
等
、
避
難
サ
ポ
ー
ト
の
必
要

性
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
問
う
。

 

市
長
公
室
長

　
　
バ
ス
会
社
と
の
協
定
や
各
分
野
に

幅
広
く
協
定
の
締
結
を
進
め
対
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
。

 

議
員

　
　
避
難
所
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
車
い

す
利
用
者
の
ト
イ
レ
等
、
環
境
対
策

を
講
じ
て
ほ
し
い
が
市
の
考
え
は
。

 

防
災
危
機
管
理
課
長

　
　
小
中
学
校
は
発
災
直
後
の
緊
急
避

難
先
と
考
え
、
長
期
に
渡
る
場
合
、

環
境
の
整
っ
た
施
設
へ
誘
導
を
し
て

い
く
。
車
い
す
利
用
者
は
、
最
初
か

ら
施
設
が
整
っ
た
所
に
誘
導
を
す
る
。

 

議
員

　
　
避
難
所
に
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を

設
置
し
た
ブ
ー
ス
を
設
け
、
応
急
処

置
を
行
う
必
要
性
は
な
い
か
。

 

市
長
公
室
長

　
　
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
等
、
レ
ン
タ

ル
会
社
と
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

対
処
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

 

議
員

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
避
難
ル
ー
ト

の
危
険
情
報
を
追
加
し
て
は
ど
う
か
。

 

市
長
公
室
長

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
進
化
系
も
含
め

危
険
箇
所
を
地
図
に
落
と
す
取
組
を

し
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
地
区
防
災

計
画
支
援
事
業
報
告
会
で
事
例
等
を

説
明
し
、
反
映
に
つ
な
げ
た
い
。

 

議
員

　
　
条
件
を
設
け
、
各
自
治
区
に
戸
別

受
信
機
を
支
給
し
て
は
ど
う
か
。

 

市
長
公
室
長

　
　
情
報
取
得
手
段
の
多
様
化
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
継
続
検
討
す
る
。

 

議
員

　
　
一
刻
も
早
く
課
題
を
是
正
し
、
防

災
を
強
み
と
す
る
街
づ
く
り
を
お
願

い
す
る
。

動 画

 

議
員

　
　
台
風
19
号
へ
の
対
応
に
、
過
去
の

経
験
や
反
省
は
生
か
さ
れ
た
の
か
伺

う
。

 

市
長
公
室
長

　
　
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
対
策

を
講
じ
た
こ
と
が
大
き
な
点
で
あ
る
。

そ
の
他
、
特
別
警
報
発
令
前
に
災
害

対
策
本
部
を
迅
速
に
設
置
し
た
点
や
、

消
防
団
の
全
地
域
へ
の
拡
声
器
に
よ

る
声
か
け
、
避
難
勧
告
以
降
は
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
た
後
情
報
伝
達
を
行

っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
市
長
自
ら
防
災

行
政
無
線
で
避
難
指
示
を
行
っ
た
こ

と
等
が
あ
る
。

 

議
員

　
　
過
去
の
経
験
、
反
省
が
生
か
さ
れ

な
か
っ
た
点
は
あ
る
の
か
。

 
市
長
公
室
長

　
　
避
難
所
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、
市

民
に
対
す
る
協
力
依
頼
が
で
き
な
か

っ
た
点
は
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
る
。

自
助
、
共
助
の
強
化
の
観
点
か
ら
避

難
所
の
開
設
運
営
や
、
当
市
が
始
め

た
全
国
初
の
試
み
で
あ
る
マ
イ
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
重
要
性
を
丁
寧
に
説
明

し
て
い
き
た
い
。

 

議
員

　
　
10
月
12
日
22
時
22
分
大
雨
特
別
警

報
に
伴
う
避
難
の
呼
び
か
け
が
あ
り
、

そ
の
12
分
後
に
内
容
を
訂
正
す
る
か

の
よ
う
な
放
送
が
あ
っ
た
が
、
情
報

が
錯
そ
う
し
た
理
由
を
伺
う
。

 

市
長

　
　
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
た
た
め
、

避
難
勧
告
が
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
り
広

域
的
に
自
動
発
信
さ
れ
た
。
当
市
に

お
い
て
は
暴
風
域
の
ピ
ー
ク
の
時
間

帯
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
は

避
難
す
べ
き
で
は
な
い
と
判
断
し
、

防
災
行
政
無
線
に
よ
り
自
ら
垂
直
避

難
指
示
を
し
た
。
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
発
信

に
お
い
て
、
情
報
の
錯
そ
う
に
よ
り

市
民
を
迷
わ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

国
土
交
通
省
・
気
象
庁
へ
改
善
の
申

し
入
れ
を
行
っ
た
。

 

議
員

　
　
行
政
が
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
体

制
を
整
え
よ
う
が
地
域
が
バ
ラ
バ
ラ

で
は
、
十
分
な
支
援
効
果
は
望
め
な

い
。
災
害
時
の
基
本
は
自
助
、
共
助
、

そ
の
上
で
の
公
助
と
考
え
る
。
地
域

連
携
の
重
要
性
を
強
く
訴
え
て
い
き

た
い
。

動 画

 

議
員

　
　
令
和
元
年
10
月
１
日
、
消
費
税
10

％
導
入
と
共
に
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
が
実
施
さ
れ
た
。
幼
稚
園
・

保
育
所
共
々
３
歳
以
上
児
と
市
区
町

村
民
税
非
課
税
世
帯
の
３
歳
未
満
児

が
対
象
に
な
る
こ
と
は
、
市
民
の
大

多
数
が
理
解
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
制
度
の
詳
細
や
内
容
を
知
り
た

い
。
ま
た
、
予
算
に
関
し
て
当
市
の

財
政
負
担
は
あ
る
の
か
。
今
後
の
継

続
的
財
源
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
、
説
明
を
求
め
る
。

 

保
健
福
祉
部
長

　
　
４
月
１
日
現
在
３
歳
以
上
児
と
、

市
区
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
３
歳

未
満
児
が
無
償
化
の
対
象
に
な
る
。

幼
稚
園
は
入
園
で
き
る
時
期
に
合
わ

せ
、
満
３
歳
か
ら
無
償
化
に
な
る
。

ま
た
、
幼
稚
園
等
の
預
か
り
保
育
は

月
額
１
万
１
千
３
百
円
を
、
認
可
外

保
育
施
設
を
利
用
す
る
非
課
税
世
帯

の
３
歳
未
満
児
は
月
額
４
万
２
千
円

を
、
認
可
外
保
育
施
設
を
利
用
す
る

３
歳
か
ら
５
歳
児
は
月
額
３
万
７
千

円
を
そ
れ
ぞ
れ
上
限
に
補
助
す
る
。

従
来
、
保
育
料
の
一
部
に
含
ま
れ
て

い
た
副
食
費
・
給
食
費
等
の
実
費
分

は
こ
れ
ま
で
同
様
有
料
だ
が
、
年
収

３
６
０
万
円
未
満
相
当
世
帯
及
び
第

３
子
以
降
の
児
童
は
月
額
４
千
５
百

円
を
限
度
に
免
除
と
な
る
。
財
源
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
分
は
臨
時
交
付

金
と
し
て
約
６
千
万
円
を
当
市
で
は

見
込
ん
で
い
る
。
次
年
度
以
降
は
地

方
消
費
税
の
増
収
分
及
び
地
方
交
付

税
に
算
入
予
定
だ
が
、
算
入
額
に
つ

い
て
は
未
定
で
あ
る
。
今
後
の
国
の

動
向
を
み
て
対
応
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
私
立
幼
稚
園
に
つ
い

て
は
、
負
担
割
合
に
応
じ
て
国
や
県

か
ら
の
交
付
金
が
支
給
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
な
お
、
国
と
地
方
自
治
体

の
代
表
等
で
構
成
さ
れ
る
幼
児
教
育
、

保
育
無
償
化
に
関
す
る
協
議
の
場
に

お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
代
表
側

か
ら
無
償
化
の
実
施
に
係
る
経
費
を

明
確
か
つ
確
実
に
財
政
措
置
さ
れ
る

よ
う
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 

議
員

　
　
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
実
施

さ
れ
る
制
度
で
あ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い
す

る
。

動 画

一
部
で
は
あ
る
が
生
か
さ
れ
た
!!

答
弁
答
弁

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
経
験
は
生
か
さ
れ
た
の
か
⁉

大
規
模
な
改
修
工
事
の
際
に

整
備
し
た
い

答
弁
答
弁

災
害
時
避
難
所
と
な
る
小
中
学
校
体
育
館
の

　
　
　
　
　
　
　
ト
イ
レ
を
洋
式
化
に
す
べ
き

国
の
制
度
に
準
じ
て
対
応
し
て
い
く

答
弁
答
弁

幼
児
教
育
、保
育
の
無
償
化
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

答
弁
答
弁

台
風
19
号
に
伴
う
防
災
体
制
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
題
に
つ
い
て
問
う

災
害
の
種
別
に
応
じ
た
適
切
な
対
応

を
し
て
い
く
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